
                  
 
 
 
 

    

 

切り花ハボタン、出荷最盛期 

 

湖北地域の切り花ハボタンは、主にＪＡレーク伊吹管内で栽培されており、12 月 6

日から出荷が始まり、12 月 17 日から 22 日に最盛期を迎えました。お正月用の花材と

して大阪や京都の花き市場へ出荷されます。 

 

切り花ハボタンは、ＪＡレーク伊吹管内で、小菊に次ぐ花き品目として 2014 年か

ら取り組みが始まり、今年は 10 戸の生産者が栽培されています。 

当課ではＪＡと連携して、７月に播種研修会、９月と 11 月には栽培指導と個別巡

回、12 月には出荷前の目合わせ研修会を行いました。品質は年々良くなり県や市場の

品評会で入賞しています。 
 
今年は 11 月上旬頃まで比較的暖かかったため発色が遅れましたが、12 月の目合わ

せ研修会の時には発色が進んでいました。昨年並みの約 1 万本が出荷される見込みで

す。 

露地や水稲育苗跡ハウスで栽培できる品目として、今後もＪＡと連携して産地の育

成を推進していきます。 
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個別巡回（11 月 16 日） 目合わせ研修会（12 月 7 日） 

出荷直前の荷姿（12 月 17 日） 


